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シ
リ
ー
ス

　
学
校
統
合
④

会
津
坂
下
町
教
育
施
設
適
正
配
置
実
施
計
画

　
～
第
一
次
統
合
へ
向
け
て
、
準
備
着
々
と
Ｉ
・
～

　
一
次
統
合
も
自
一
削
に
迫
っ
ｒ

第

き
ま
し
た
。

　
前
回
に
引
き
随
き
今
回
は
、
統

合
吻
の
学
校
生
活
の
充
実
、
敦
司

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
新
た
な

敗
り
組
み
と
、
幼
稚
園
送
迎
ハ
ス

及
ひ
通
学
パ
ス
路
線
に
つ
い
て
£

知
・
り
廿
し
ま
す
。
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
ｌ
ｊ

？
の
た
め
、
町
民
旨
様
の
こ
支
。
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

１
新
た
な
取
り
組
み

　
新
年
度
か
ら
、
新
た
に
教
晦
委
員
会

事
務
局
に
専
門
的
な
知
識
と
豊
か
な
経

八
仕
事
の
内
容
》

　
○
特
別
支
掴
字
級
児
奎
へ
の
引
率

　
　
や
活
動
の
支
援

　
○
普
通
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な

　
支
援
を
ｉ
要
と
す
る
児
童
へ
の

　
生
活
や
学
習
の
支
援

　
○
ハ
ス
通
学
児
圭
の
見
守
り

　
児
噺
の
登
校
時
の
安
全
を
図
る
な
め
、

左
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
・
つ
に
交
通
教
育
専

門
員
の
配
置
場
所
を
変
更
し
ま
ｄ
。

目
］
－

　
川
西
、
八
幡
、
片
門
各
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
は
、
各
公
民
館
の

体
司
施
設
と
し
て
１
月
か
ら
一
般
開
放

し
ま
す
。

　
使
用
申
・
請
は
、
各
公
民
館
で
受
け
忖

け
て
い
ま
７
。

　
　
　
　
　
Ｕ

回
目
－

　
川
西
・
Ａ
榴
・
高
寺
地
区
か
ら
新
た

に
坂
下
幼
稚
園
へ
通
園
す
る
幼
稚
園
児

は
、
町
が
運
行
を
委
託
す
る
ハ
ス
を
利

用
し
て
通
圖
し
ま
す
。

　
園
児
は
『
各
集
落
の
訴
定
し
た
場
所

か
ら
ハ
ス
。
に
茉
り
坂
下
幼
稚
園
へ
登
園

し
『
帰
り
は
坂
下
幼
稚
画
か
ら
各
奨
落

の
指
定
し
た
場
所
ヘ
バ
ス
に
莱
ヮ
て
降

園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ハ
ス
に
は
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
幼
稚
回
教
諭
が
添
乗
し
Ｉ
す
。

　
會
一
時
の
パ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
連

行
７
る
予
定
で
づ
。

川西方面

　長井一宇内一大上一八日沢－

　　一一　　一双下物拶－

八幡・高寺方面

　天哩・本名一一世一片門一舟渡－

　慨多宏一塔寺一同下幼稚園

　※坂本旭区はタタンーによる送迎

　をし・す

｀-

名
配
―
し
、
町
内
全
小
中
学
校
教
ｉ
の

一
』
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

《
仕
事
の
内
容
》

　
○
学
力
向
上
の
推
進

　
○
教
潟
課
程
の
指
導
助
言

　
○
教
科
等
の
指
導
助
言

　
○
そ
の
他
必
９
な
事
項

圃
Ｉ

１ １
ｌ
ｌ
目
一

　
新
年
度
ひ
ら
、
坂
下
小
学
校
に
教
員

免
許
一
格
を
持
つ
特
別
教
育
支
援
畏
２

名
を
配
―
し
、
学
校
生
活
に
お
い
て
、

特
別
に
支
咀
を
必
！
と
す
る
児
廳
へ
の

学
習
や
生
・
芯
面
で
の
支
碩
を
行
い
、
特
別

灰
掻
軟
糊
の
充
実
を
図
Ｄ
て
い
唐
ま
す
。



「
－
パ
ス
路
線
が
変
わ
り
ま
す

　
第
一
次
統
合
に
よ
る
ハ
ス
通
学
や
第

二
中
学
校
の
ハ
ス
通
学
、
さ
ら
に
通
院

通
所
等
の
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
に

運
行
経
路
を
一
部
変
一
し
ま
す
。

　
市
街
地
以
西
か
ら
運
行
さ
れ
る
路
線

ハ
ス
は
、
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
南

幹
線
道
路
の
一
部
を
運
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
略
図
参
照
）

　
さ
・
り
に
、
杉
山
細
（
洲
走
、
Ξ
倉
地

内
）
及
ひ
袋
原
線
（
糸
桜
里
の
涯
経
由

賑
を
廃
止
し
、
見
明
経
白
と
し
て
袋
原

緞
に
呪
合
）
が
一
瓢
一
更
に
な
り
ま
す
。

　
若
松
癩
、
冪
多
方
練
、
勝
方
練
に
つ

い
て
は
復
来
ど
お
り
の
Ｉ
竹
経
路
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｏ
会
津
東
合
自
動
車
株
式
会
社

　
坂
下
営
業
所
�
（
恥
）
０
９
７
９

　
＠
会
津
坂
下
町
役
場
政
策
財
務
部

　
政
策
企
画
班
�
（
Ｍ
）
１
５
０
４

ｉ・
４…

……
ぷ円↑

Ｉ
Ｉ

　　凡個|

●－●l遇●・●Ｍ●ＩＩ噛S

㎜バＸ●‐

　りj･';Z岬

斗

ＺＳ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

４１１１よＵ．・・ｌ．●幽幽幽Ｓ塵●にａりま曾●でj12●l●でご礁・７き1･.！

閉
校
・
閉
園
記
念
式
典
の

　
　
準
備
が
遮
ん
で
い
ま
す

　
川
西
一
八
咄
・
片
門
の
各
小
学
校
及

ひ
幼
稚
園
て
は
、
目
前
に
迫
っ
を
鴎
叩
桐
‐

閉
園
記
念
式
典
の
準
備
が
海
ん
で
い
ま

７
．

お教�ｌａ呻を鋳つ

　　閉校記念跨

　
記
念
式
典
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

｛
閉
校
・
閉
園
記
念
式
典
日
程
ｙ

Ｏ
川
西
小
学
校
・
川
西
幼
稚
園

　
３
月
丿
日
｛
金
｝
午
後
２
時
１

０
八
幡
小
学
校
一
八
幡
幼
稚
園

　
３
月
一
日
（
土
）
午
前
狛
時
～

Ｏ
片
門
小
学
校
・
片
門
幼
稚
園

　
３
月
昶
日
〔
臼
〕
午
前
狗
時
～

▼
闘
い
合
わ
せ
先

会
澪
坂
下
町
教
商
委
腕
会

　
　
�
（
昭
）
２
２
３
４

-
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４
月
か
ら
資
源
物
の
出
し
方
が
一
部
変
わ
り
ま
す
Ｉ
・

　
資
源
ご
み
の
日
に
紙
パ
ッ
ク
や
て
ん
ぷ
ら
廃
食
油
を
収
集
し
ま
す

紙
パ
ッ
ク
・
雑
が
み
の

　
専
用
の
収
集
容
器
を
設
置
し
ま
す

　
　
　
　
　
今
ま
で
紙
ハ
″
ク

　
　
　
　
　
ハ
″
ク
め
ジ
’
Ｉ

　
　
　
　
　
紙
ハ
フ
等
、

Ｓ

宍

七
‐
ｙ

　
祗
　
　

つ
い
て
い
る
も
の
Ｊ

４
‘
、
剥
が
フ
ル
ー
の
も
の
は
雑
が
み
〕

は
、
ス
ー
ハ
ー
等
の
収
集
拍
に
出
す
よ

”
お
」
―
－
て
き
ま
」
た
か
、
ｊ
月
か

・
‐
。
に
咀
続
働
に
紙
ハ
。
ク
９
明
の
収
集

計
旨
石
』
段
ｃ
Ｌ
ま
ー
、
申
を
ｔ
す
い
て
く

ｌ
ｌ
‐
、
幹
唄
丿
忙
で
か
り
渠
哨
叫
。
に
出
　
　
開

―
で
、
’
゛
一
｀
い
。

Ｊ

ミ

Ｉｙか
「
て
ん
ぷ
ら
廃
食
油
」
を
収
集
し
ま
す

　
今
ま
で
洛
地
区
の
公
民
敵
や
一
能

の
モ
デ
ル
地
区
こ
政
策
’
ｙ
こ
い
た

一
て
ん
ふ
り
廃
食
油
を
、
１
列
か

ら
阿
集
哨
所
で
ｂ
専
用
の
ホ
リ
ダ

ン
ク
を
設
置
し
て
膜
晦
い
た
し
ま

す
。
。

　
こ
家
庭
で
使
用
し
た
隆
の
Ｉ
て
ん

ふ
’
ｉ
食
油
’
は
・
度
ぺ
。
ト
ボ
ト

ル
な
ど
に
入
れ
て
保
管
し
、
収
集
の

ｕ
・
に
ｔ
禎
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
て
ん
ふ
り
晦
良
治
の

収
集
は
、
り
．
Ｍ
さ
な
り
ま
す
。
１

り
か
’
。
の
こ
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に

収
集
目
か
記
載
へ
・
れ
こ
い
ま
ー
り
の

で
、
嫁
Ｊ
し
て
く
だ
さ
い

油
も
大
切
な
資
源
と
し
て
環
境
に
や
き

し
い
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

廃
食
油
の
出
し
方

①
カ
ス
を
取
る

　
て
ん
ふ
・
り
が
経
わ

っ
た
Ｉ
り
、
油
を
准
ま

‘
た
後
、
あ
る
程
度

の
カ
ス
を
取
り
Ｉ
い

て
く
だ
さ
い
、

φ
や
け
と
を
し
な
い

　
よ
う
に
十
分
冷
め

　
て
か
２
行
っ
て
く

　
な
さ
い
．

-



私
書

紙袋等のない方11

専用の収集寥酋』こ

入れてください，

－ 一 一

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
収
集
で
き
る
廃
食
油

　
般
的
に
ス
ー
ハ
ー
な
ど
Ｉ
Ｉ
販
売

ｔ
れ
て
い
る
植
物
性
天
ぷ
ら
油
‐
』
眼

Ｉ
峰
油
・
て
ｙ
夕
浪
・
吐
ｉ
池
・

キ
ャ
／
－
ラ
ヽ
エ
「
ナ
ヽ
リ
″
」
ヌ

ジ
ー
ー
、
ｊ
油
・
．
ぺ
油
ぺ
Ｌ
一
．

・
１

　
収
集
で
き
な
い
廃
食
油

　
昿
物
油
、
動
物
忖
油
、
一
肌
の
噴

出
’
仙
油
は
回
収
で
き
ま
け
ん
。

　
ｊ
ン
〃
ノ
オ
イ
ル
屯
。
の
以
吻
油
・

　
牛
脂
・
・
了
－
ド
ー
魚
油
・
ヤ
／
油
・

　
ハ
ー
ム
油
・
ｙ
ョ
ー
ト
ー
／
グ
な

　
へ

但
対
に
痕
Ａ
し
‘
‐
‘
い
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
役
場
戸
竃
珊
壇
班

　
�
（
Ｍ
）
１
５
ａ
ｏ

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
移
す

　
ｙ
ョ
ヴ
ゴ
寄
を
他

い
、
不
一
に
な
っ
た

ペ
ク
ト
ポ
ト
斗
再
に

移
し
替
え
ま
す
。

※
ジ
ョ
ウ
ゴ
の
代

わ
り
に
牛
乳
バ
″

ク
な
と
を
倅
・
っ
と

後
片
付
け
が
簡
単

で
す
。

　
　
　
＆
・
べ
ー
ト
ポ
ト
ル
を
使
う
場
合
は
、
水
洗
い

　
　
　
　
を
し
、
水
気
を
よ
く
取
り
瞳
い
て
か
・
り
使
用

　
　
　
　
し
て
く
だ
！
い
。

③
タ
ン
ク
に
移
す

　
月
一
回
の
収
集
日
に
、
各

Ｓ
晴
眼
。
に
格
一
し
て
『
『
て

ん
ふ
』
り
廃
食
油
専
用
」
ボ
リ

タ
ン
ク
に
秘
し
替
え
て
ぐ
だ

さ
い
。

　
タ
‘
ン
ク
は
ａ
リ
ー
ト
ル
容

量
を
備
え
て
お
き
ま
す
、

含
」
ぽ
さ
な
い
様
に
、
ゆ
っ

　
く
り
行
ワ
て
く
だ
さ
い
、

④
持
ち
帰
り
、
再
使
用

勧
油
持
齢
に
使
用
し
た
べ
Ｊ

ト
ボ
ト
ル
等
は
、
必
ず
待

ち
帰
っ
て
再
俵
用
し
て
く

だ
さ
い
’

　
汚
れ
た
べ
ー
ト
ボ
ト
ル

は
可
燃
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
、

-
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ごうＩ会津坂下町議会議員一般選挙

投票のお知らせ
この選挙は、私たちの生活に身近な選挙です

棄権しないで投票しましょう。

　;I，1」111　　徨‐l

・・2ass月ls剖火】琴威20年ａ』２ＳＩ（１３

　投票時|「

午前7時～午後7時

　１記の要件Ξ肩たし、選挙人名簿に登録された人

　　年齢要件　　　　　住所要件

昭和63年3月２４□までに　平成19年12qlフ日までに転入・をされ、引Ｆ続き

生れた人　　　　３７目以上当町に住んでいる大

祭住民登録をしていても､－鷹に･ま会潭鰐下町|こ悸んていない場合゛羊午冊｀は投一できまｒん。

記老式稜‐・‥扱�翔・に仮植●・うち！人の老繭を駝鐘して撞繭Ｌます。

　闇値‐から■撞．有権壇の嚢きん|ごｎガキが配遠きれま曹．「ハカIキ||ごla.

a老までの氏名か記入きれていますので、推薦する方ｇ必をハ廿Ξで切り●・て

お狗ち（一’きL･．

投一日当日に都合があって投票にいけない方は、期日前投票ができます。

　　l期間】平成20年3月１９日(水)～22臼(土)

　　　　　午前8時30分～午後８時

　　　　　豪規定により、告示日(3月１８日)に期日前投風はできませんので

　　　　　　注意してください、

　　【場所】会津坂下町役場聚分庁舎

１問い合わせ先 ７１ＬＳａ－ＩＳｌａｌ

-



回暫t緊≒訟奏薦

　第二中学校の生徒達がＢ頃お世話になっている施

設でもあるこの地下歩道を、自らボランティアで清

掃や落書きを消す作業を行いました。

　国土交通省が中心となり、ボランティアをしてくれている二中

の生徒や先生、ＰＴＡ、地元白海会の旨さんに参加していただき、

２月１日、ニ中多目的ホールにおいて「綺麗で使いやすい地下歩

道|ごするには」をテーマにワークソョヌプを間催しました。

　自分達も使う施設を大事にしたいという生徒達の思いの詰まっ

た意見が数多く出され大変有害義なワークショップとなりました。

脅・ljSされ・Ｓ４ｓＳ・審ひと・ひとコ仙I櫨Ｌ７りフ♭･5りコ器・を員窟Ｌ．宸il7自次鯖．

計�ｓ・萌と眺１回目ａりークシg･sづ客員●Ｌて．幽れ1･で徨Ltや曾LI羞下●�へａ奥嶮微

●・Ｌ７い吉廠曾．ｌｌｓ傭きん1こ名．蛮軸威微温Ｌて個・をお蜘eltlたしま曹.

●�い舎わゼ甕

　　●士交遍憧●北油・雖値届僣ｉ・・審駱哨●●Ｓ椙出張所ＴＥＬ２ａ－１２４１

　　●働Ｓ下一機場‐畿封土乖憧里圖　　　　　ＴＥＬＳｊ－ｌｌａＳ

-
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ほっとな情報
重要な話題・課題を紹介します

平成19年度会津坂下町民憲章推進章贈呈式

会津坂下町商業まちづくり艦案梱想

　住民説明会開催

１月llS、幽Σ・・|こZ●・垣

1・・まちづ《1J・拿謨｡。

｜

｜

｀●皿



-

まちの話題
みなさんの活躍を紹介します

｢自分たちの地域は自分たちで守る!｣

　金上地区消防協力隊発足

西池r・

‘一'I一9゛??゛｣.?｀'｀!μ21一一一一‥
う雰肋の誦神に基づき、地域の

安全と安jL~を守るため、日常の

自主防災活動に努めることを目

的に結成され函した。

　現在の隊員は19名で、自営莱

や●菓従事者か多《ｉ臼の昼間

でも比較的活動しやすいことか

ｂ、消防団が現場に菊答するま

での閤‥消防ボノプや消火栓を

利明して初期消火泥酔ｉ行うた

の、彼菩を政小限にとどめるこ

こひ明待ぞｎます、 寺で行われた文化財火災防apl最

でj刃劾自火ll翠右1･-Ji・地区,肖

一一一一
　琢岳の稲垣宗平さんは、「隊防協力隊員

を結成したことにより、消防団

IJか引こ頼るのではなぐ自分

た引こできることは自分たちて

憤極的|こ行動することができる。

これを蚕に会津坂下町全体でこ

のような自主活動か広がれ|ま、
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0ご相啖内容例

　雲カを鼓るわな瓦、ill当な扱いを受けた、悪t哺

を笛せらね因っている、いじめを受けているなど、人

椎を侵されて悩んでいる方。

（行ａ相談員）芦沢芙也子（TEし卵－J7）

◇ひ§畝内容別

　役所笏の仕事?チキバキとや７てもらえないどう

　してふいか分からない不玲切な扱いを受けた、こう

　してもらいたいなどの答憤やｰを函肘ちの方。

nltp//wtＪln」|即Jj/sllya/salyg hln

毎日の生活の中で、り配ことや悩力ことは昴りまゼんか。

そんな心の声にお応えするため各§相談会ｉ開ｉします。個人の秘密は固《守り、相談は無料です。

また、相談の内容|こよっては、関係機関と連絡を密にしながら1目談に応じます。

《弁・士来所法律相談会》

　匍Sa咄遜ｓ●でsii巴ごと．�ａごとなど
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　￥日程や含喇について変更か而る嶮合13、その敏宣お知らだします。

▼蜀1噫わせ先負津坂下町社会－祉・－公（老人福祉センター）TELs3－136a
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程平成匈掌３月28臼､金3

荊福同気農政総合センター会津地域研究所

　(恥寸糾問ｉ後０時30分～１時鉛分)

　リオンドール坂下中央ｇ

　(到寸料簡ｔ後２時～５時)

・各事業所を巡回しての献血になりｉｉ。

７悶し洽わt洗
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予言垣⑤哲司言

　地域の大人達ひ悪・な犯罪から子ども達を守るた

め、平成□年1月に坂下地区耐戌会｜子ども見守り

隊」か発足しました。

　現在、およそ50名の隊員の方が帽子、腕章、ペス

トなとを身に付けて園児や児童の登下校時を中心に、

当分の活動できる時問帯に７能な場所を、徒歩や自

転車てμ回し見守り活動を哩けています、昨年から

ま会津坂Ｆロータリークラブや坂下警一署のご協

刀－より、5台の青色回転灯装備車両が配備さ孔、

広範囲の防犯活動が可能になりました。

　Ｚｔｌ子ども個吻･り瞭」でlj.●なる洒●ａ曼�審目糎むて宦握的|こ個個�朧●麦闇値Ｌ．日

ごろａ・鸚て嬉Ｑｒｌｅ蜀忖.1だ一．今後ａ・働など|こついて置屋空蟻をし尨IJ、一回．ｉ淵糎

下働歯●jlj謨訥ＩＳ栢ＳＬ仙城安・について驚鯖害Ⅲ1･た1jむでいます．

　「子ども見守り隊」は、平成17年度「町民憲章推遷堆」

を受章し、今年度は、会津坂下警察署より活動実績優秀団

体として「著長懸謝状」を頂きました。これも隊員各位の

日頃の努力が認められた喝采だと思います。

　なお、坂下地区両眼会｜子ども見守しJ隊」では、随時隊

員を募莱しています。辞しくは事務局の坂下公民箆（TEL

83－3010）にお尋ね（ださい。
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う会召坂下ｒ肖防四百乖防火パレード

毎週木曜日（3/27､4/3･10）

●Ξ口業務の時間延長

（税務管理班・戸ｉ環境班）
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　坂下厚住総合病院

き同一2311

酋昭一3511

賤医師会ホームペーyて確認てきます。

　　　　　IL一|｡♂ILIA11

　　　乳幼見僣塵讐塵

廟崩:●漣‐Ta巻塵･里･sター

抽僣･:巻－座畢巻｡

　　巻鮑開巻‐巻巻季●【4か貝･●巻詫･lz･嘸j

憾･峰�:●巻¶蒔1ﾛ･-¶踏S●

　●・ｇ

Ｓか月据

月Ｓ

４月IS11:I

ｇ鐘ｌか月児－lll:･1

３歳児

乳幼児

　健辰相談

　対象老

H19年11月lb日～

田9年12月14日ユ

H17年'D・11月・

ｊ月IS1111 HllSla・11,11

ｊ月IS91●】

�乳歯梱●aglS11●】

胃.闇|こついて一個・

ｌｌｌすａＳ

ｈｌｌ剱７月ll・－

HIS剱１月ld日栓
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・1jlす.a回申に4刹から偕j.るー魏・かお岑・lr・退きれｌ・．

　ｆｇ●．桐・・●ａ・れた個・ＩＵ●Ｓいlしｌセゐ．嘸・・徊か馴れた偕鵬蓄ij

自己●唇で一如盛ｌ・■いいたＬますj

　自分ｅ●Å悄・12一一で●値ｌ楠９て９りまＬよ111

■圀一一７４Ｉａ・偏に加λＬている慢掬一かたへ

　ｇ７ａ墨樗に該当ailる方lj.犀或ＳＯｌ１月より・鎗きまla

踪●i･ら●視程ｌ●Ｌ引いて餉めていただくことにね1Ji曾．（判別慟l）

　【t睦桐生が一個・一個賄●とな･ｺてL･墨こと

　・・・内のＩ個ａ一個贈●ｇＳ●・ＳＳＳ豊一フS豊で畠ｉこど

Ｇ特別徴収対象となる方の年金の年額が18万円以上であり、差し引かれる国伎

　税と介護保険料の合計額び年金額の２分の１を超えないこと

　※納税組合に加入されている方、ロ座棉旨の方は特別徴収となりません。

　※特別徴収に該当された方については、４月上旬に「仮徴収額決定通知き兼

　　特別徴収開始通知書」をお届けします。

--

学生のみなさんへ｜

二

　字生でご家族こは別に保険眩か必要な方は、毎年窓口で手続きが必要になります。

　手続き［こ必要なもの（新しい保険延、新学年の在学証明●、印池）を窓口ｉで持

参して手続きをしてください。

　【問い合わせ先会津坂下町役場生活部保険年金坦ＴＥＬ８４－１５０１１
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